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i3
Displays

Digital Image InnovationDigital Image Innovation
～画像と映像の融合領域を目指して～～画像と映像の融合領域を目指して～

【2007年に向けた
エプソン企業ビジョン】

通信：ブロードバンド化

放送：デジタル化

エプソンの成長戦略エプソンの成長戦略

世の中の動き世の中の動き

デジタルコンテンツの拡大

⇒ 量(容量)と質(画像・映像)
⇒ カラー化、高画質化

画像商品、映像商品の拡大

i0
Core devices

i1
Printers

i2
Projectors





【中期知財戦略】

i3
Displays 

i0
Core 
devices

i1
Printers

i2
Projectors

・各領域（i1,i2,i3及びi0）に知財資源を戦略投入する。

・各領域をEPSON特許勝ちパターンに導く。

・各領域（i1,i2,i3及びi0）に知財資源を戦略投入する。

・各領域をEPSON特許勝ちパターンに導く。

DolphinDolphin活動活動

Digital Image InnovationDigital Image Innovation

分野別分野別
知財戦略知財戦略



基本コンセプト

安定高収益体質
知財リスクマネージメント

知財の戦略的活用

重要戦略

ポートフォリオ戦略ポートフォリオ戦略

知財活用戦略知財活用戦略

知財活動基盤整備知財活動基盤整備

【知的財産活動の基本概念】

経営に資する知財活動
＝



１．エプソン知財組織の特徴

２．Dolphin活動による新規事業創出サポート
 

と情報発信

３．知財活動の見える化

【知的財産活動による事業貢献と見える化】



【会社組織図】
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社長社長 知財強化推進部知財強化推進部

知財企画管理部知財企画管理部

特許技術部特許技術部

生産技術開発本部生産技術開発本部

映像機器事業部映像機器事業部

生産技術開発知財グループ生産技術開発知財グループ

研究開発本部研究開発本部 開発知財企画推進部開発知財企画推進部

知的財産本部知的財産本部

ライセンス部ライセンス部

ディスプレイ開発本部ディスプレイ開発本部 Ｄ知財グループＤ知財グループ

機器ライセンス部機器ライセンス部

ＶＩ知財グループＶＩ知財グループ

ウオッチ事業部ウオッチ事業部 Ｗ知財グループＷ知財グループ

光学事業部光学事業部 光学知財グループ光学知財グループ

半導体事業部半導体事業部 ＩＣ知財推進グループＩＣ知財推進グループ

エプソンイメージングディバイスエプソンイメージングディバイス EIDEID知財部知財部

エプソントヨコムエプソントヨコム ETCETC知財部知財部

★関係会社

 

：

 

エプソンインテリジェンス

 

★海外拠点：ＵＳ知財分室、中国知財分室、欧州知財駐在

【知財組織】

課長A
課長B
課長C
課長D

課長A

課長B

課長C

課長D

課長E

課長F

課長G

課長H

本社知財スタッフ

事業部知財スタッフ

知財要員

 

：

 

約

 

370名
＊本社

 

約

 

240名
＊事業部

 

約

 

40名
＊関連会社

 

約

 

90名

機器知財推進部機器知財推進部

１４グループ

課長Ｉ



【エプソンの知財組織のねらい】

全社の知財総合力が発揮できること

事業戦略に直結した知財活動ができること

技術開発（発明）の現場に近いこと

縦串と横串により、網羅性とメリハリを両立

一貫性のある組織つくりであること

会社トップ、事業部トップにとって身近であること

コーポレートレベル

１．社長直轄の知財本部体制

２．知財本部長が執行役員として経営会議のメンバー

開発本部、事業部レベル

１．本部長、事業部長にとって使い勝手の良い直轄の知財組織

２．知財費用は開発、事業部予算



EPSON事業活動の支援と利益向上に貢献する

「知財力倍増活動」＝“Dolphin”活動
 Double  Leading Patent by Promoting High  Quality Innovations 

＊ハイレベルなイノべーションを奨励することにより有力特許を倍増する活動

Dolphin : 「知性」「機敏」「協調」

EPSON事業活動の支援と利益向上に貢献する

「知財力倍増活動」＝“Dolphin”活動
 Double  Leading Patent by Promoting High  Quality Innovations

＊ハイレベルなイノべーションを奨励することにより有力特許を倍増する活動

Dolphin : 「知性」「機敏」「協調」

Ｄｏｌｐｈｉｎ活動

発明者の知財意識･スキル向上発明者の知財意識･スキル向上 情報発信＆他社分析機能情報発信＆他社分析機能

開発テーマ選定から事業化までを
トータルサポート

開発テーマ選定から事業化までを
トータルサポート

知財活動の底上げ
知財ＤＮＡの増殖

知財力倍増知財力倍増

戦略的・面的な発明発掘
発想法の活用

戦略的・面的な発明発掘
発想法の活用

エプソン勝ちパターンの実現エプソン勝ちパターンの実現

新規事業創出をフルサポート新規事業創出をフルサポート



【知財情報の提供】

タイムリー

定期的

分かりやすく

一貫性

チャンスとリスク

ポジティブ

ＢＰ取得・保有状況
彼我特許バランス
新商品に関するパテントクリアランス
個別事業領域の知財戦略と結果
出願、権利化状況

ＢＰ取得・保有状況
彼我特許バランス
新商品に関するパテントクリアランス
個別事業領域の知財戦略と結果
出願、権利化状況

探索テーマに関する知財情報
開発テーマに関する知財状況、彼我進捗比較
知財から見た他社開発情報
事業化移管時のパテントクリアランスと知財戦略
出願、権利化状況

探索テーマに関する知財情報
開発テーマに関する知財状況、彼我進捗比較
知財から見た他社開発情報
事業化移管時のパテントクリアランスと知財戦略
出願、権利化状況

知財ビジョン
全社知財戦略と結果
出願権利化方針と状況（全社、事業領域ごと）
ＢＰ取得・保有状況
知財活用方針と状況
模倣品対策実績
知財費用

知財ビジョン
全社知財戦略と結果
出願権利化方針と状況（全社、事業領域ごと）
ＢＰ取得・保有状況
知財活用方針と状況
模倣品対策実績
知財費用
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【知財活動の見える化】

出願、権利化の実績
ライセンスの実績
模倣品対策の実績
彼我特許バランス
社内・外発明表彰
事業部長に喜んでもらう
知財スタッフが生き生きと仕事

出願、権利化の実績
ライセンスの実績
模倣品対策の実績
彼我特許バランス
社内・外発明表彰
事業部長に喜んでもらう
知財スタッフが生き生きと仕事

知財戦略
活動目標
業務進捗
知財ノウハウ・スキル
コスト
人材育成の状況

知財戦略
活動目標
業務進捗
知財ノウハウ・スキル
コスト
人材育成の状況

大まかな知財方針
出願権利化の数値実績
模倣品対策状況
社外発明表彰

大まかな知財方針
出願権利化の数値実績
模倣品対策状況
社外発明表彰

知
財
内
部

社
内

社
外

事務所活用方針
大まかな知財戦略
出願権利化方針
事務所評価
料金体系

事務所活用方針
大まかな知財戦略
出願権利化方針
事務所評価
料金体系

事
務
所

次のアクションにつながる情報を優先

客観的な知財情報を主体とする
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